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畳表の日本農林規格の見直しについて（案）

平成２４年７月２６日

農 林 水 産 省

１ 趣旨

農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律（昭和２５年法律第１７

５号）第１０条の規定及び「ＪＡＳ規格の制定・見直しの基準」（平成２４年２

月農林物資規格調査会決定）に基づき、畳表の日本農林規格（平成１９年８月２

日農林水産省告示第１０１７号）について、標準規格の性格を有するものとして

所要の見直しを行う。

２ 内容

畳表の日本農林規格について、現在の製造の実情等を踏まえ、

（１）耳毛の長さの基準値を変更する（特等、２等）

（２）１㎡当たりの重量の基準値を変更する(特等）

（３）１畳の畳表の長さの許容幅を変更する

（４）畳表の標準品の設定方法を明確化する

等の改正を行う。
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畳表の日本農林規格に係る規格調査の概要

１ 品質の現況

（１）製品の流通実態

畳表は、原料のいぐさを乾燥させて製織したものであり、畳の材料として使用され

る。樹脂やいぐさ以外の植物を製織した畳表はＪＡＳ規格の適用の範囲となっていな

い。

国産品の畳表は、いぐさの産地である熊本、福岡などで生産されている。また、供

給数量の約８割は輸入品である。

（２）ＪＡＳ規格の基準

ＪＡＳ規格で定められている主な品質項目は、以下のとおり。

表１ 品質項目及びその設定理由

品 質 項 目 設 定 理 由

耳 毛 の 長 さ 織り面にいぐさの両端（根本及び先端）を除いた中央部分を

使用し製織された畳表は上質なものとされている。そのた

め、一定の長さ以上のいぐさを使うことを保証するために規

定しており、等級によって基準値を規定している。

図１ 畳表の流通経路

【 国産品 】 【 輸入品（中国） 】

農家

農家 農家農家

農家 農家 農家

市 場

畳店等

各農家において、いぐさを生産し畳表を製織

入札

納入（長物）

仕入れ（長物）

販売（１枚物）

いぐさ生産者
いぐさを生産し畳表を製織
【大規模事業者が多い】

卸業者（ＪＡＳ認定事業者）

畳店等

輸入（長物）

販売（１枚物）

１枚物（１畳分）に切断

中国

日本 技術指導

卸業者（ＪＡＳ認定事業者）

１枚物（１畳分）に切断
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１ ㎡ 当 た り の 重 量 一定の本数以上のいぐさを織り込むことが畳表の品質（緻密

さ、強度等）を保証することになる。そのために規定してお

り、等級によって基準値を規定している。

水 分 カビ防止などの品質保持のため規定している。

品位（色合い、変色い、 一定の品質を保証するために規定している。

粒ぞろい、地合い、糸切 品位の数値化は困難であることから、１年ごとに標準品査定

れ、仕上げ、汚れその他 会を開催し、標準品を決めている。この標準品と比較して、

の欠点、端止め） 格付を行う。

その他の品質項目として、幅、長さ、たて糸の種類、織り方の規定がある。

（３）品質の実態

ＪＡＳ格付品とそれ以外のもの（以下「非ＪＡＳ品」という。）の品質差を確認す

るために、ＪＡＳ規格で規定している項目について調査を行った。その結果、ＪＡＳ

格付品については、全てＪＡＳ規格の基準を満たしていた。なお、一部の非ＪＡＳ品

については、ＪＡＳ規格では認められていない着色の可能性が認められた。

２ 生産の現況

（１）生産の状況

① 生産方法

畳表はいぐさを製織して生産する。いぐさの栽培方法及び畳表の製造工程は以下

のとおり。

・いぐさの栽培方法

苗堀り → 株分け → 植付け → 先刈り → 網掛け → 刈取り → 泥染め

→ 乾燥

・畳表の製造工程

いぐさの選別 → 製織 → 長物（約２０ｍの畳表）→ 裁断

→ 畳表（格付対象品）

（参考）

・畳の製造工程

畳表の裁断 → 畳床に張る → かまちを縫う（畳床に畳表を縫いつける）

→ 畳縁をつける → 畳
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② 生産量及び輸入量

国内生産数量及び輸入数量ともに、需要の減少に伴い減少が続いている。

表２ 国内生産数量及び輸入数量の推移（平成１８年～平成２２年） （単位：万枚）

平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年

国内生産数量(A) ６８８ ４９３ ４７９ ４３２ ４０５

輸入数量 (B) １,８７５ １,８６２ １,６７７ １,５６０ １,５３７

供給数量(A)＋(B) ２,５６３ ２,３５５ ２,１５６ １,９９２ １,９４２

特 記 事 項 ・主な輸入先は中国である。

・供給数量は１８年～２２年で約２５％減少している。

国内生産数量：農林水産省「作物統計」

輸入数量：財務省「貿易統計」（輸入重量を１．７kg／枚として算出）

注１：国内生産数量は、前年７月～当年６月の累計（主産県（熊本、福岡県）の合計）

注２：輸入数量は、暦年集計

（２）格付の状況

畳表の認定製造業者数は平成２４年１月現在７３であり、格付数量は約２００万枚

で過去３年間大きな変動はない。たて糸の種類別では綿糸単芯のもの、等級別では２

等のものの格付量が最も多い。

表３ 格付状況の推移（平成２０年度～平成２２年度）

平成２０年度 平 成 ２ １ 年 度 平成２２年度 増 減

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｃ)－(Ａ)

認定製造業者数 ６５ ７２ ７０ ＋５

格付数量(万枚) １８４ １９１ ２０１ ＋１７

格 付 率 ( ％ ) ８．５ ９．６ １０．４ ＋１．９

特 記 事 項 ・認定製造業者は、平成２３年度に３者増え、７３となった。

・生産数量は減少しているが、格付数量、格付率は増加している。

認定製造業者数、格付数量：農林水産省調べ

格付率（％）：格付数量／供給数量（表２参照）×１００
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表４ 格付内訳（平成２０年度～平成２２年度） （単位：枚）

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

たて糸の

種類※ 特等 １等 ２等 特等 １等 ２等 特等 １等 ２等

麻 単芯 2,734 19,921 46,924 2,249 17,762 39,761 1,128 19,045 34,168

糸 ２本芯 120 24 264 0 36 1,250 0 60 1,344

綿 単芯 116 51,810 1,595,355 20 50,286 1,653,243 165 57,376 1,748,031

糸 ２本芯 103 10,421 77,480 240 29,868 62,357 290 35,075 57,501

麻糸及び 1,458 14,604 17,286 3,580 27,364 18,850 2,064 28,785 21,129

綿糸の２

本芯

※たて糸の種類（麻糸：麻のみを原料とした糸、綿糸：綿を原料とした糸のうち綿以外

の繊維の混紡率が５０％未満のもの）

３ 取引の現況

（１）取引の状況

畳表は、主に畳を製造する畳店が仕入れている。

（２）規格の利用状況

ＪＡＳ規格に定める特等及び１等の畳表は、公民館、児童館等の公共機関、個人住

宅などの畳に利用されている。また、１等及び２等の畳表は、「公共住宅建設工事共

通仕様書（国土交通省）」に、畳の日本工業規格（以下「ＪＩＳ Ａ 5902」という。）

の引用があり、ＪＩＳ Ａ 5902 には、「畳表は、日本農林規格に定めるもの又は同等

以上の品質のものとする」と規定されていることから、公共住宅の畳に利用されてい

る。

４ 使用又は消費の現況
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（１）使用又は消費の状況

畳表は、そのほとんどが畳を製造するための材料であるが、ごく一部は一般市販用

の製品としてホームセンターなどで販売されている。

（２）規格の利用状況

畳店は、公共住宅用の畳表を仕入れる際に、「公共住宅建設工事共通仕様書（国土

交通省）」が入札条件になっていることから、ＪＡＳ格付品又は相当品の畳表を利用

している。また、公民館、児童館等の公共機関、個人住宅などから、畳の材料につい

て、ＪＡＳ格付された特等又は１等の畳表が要望されていることから、当該等級の畳

表を利用している。

５ 将来の見通し

畳表の供給数量は、畳を使用する部屋の減少等の影響により、国内生産数量及び輸入

数量とも減少が続いていることから当面は今後も減少していくものと見込まれる。ま

た、格付数量については若干増加しているが、過去３年間大きな変動はないため、公共

住宅の入札条件に変更がなければ変動はないものと見込まれる。

６ 国際的な規格の動向

平成２３年１２月現在、畳表に関する国際的な規格は制定されていない。

７ その他

認定製造業者から「1 ㎡当たりの重量の基準」、「長さの基準」等の改正、「品質の向

上」の要望があった。
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畳表の日本農林規格の改正案の概要

１．規格の位置付け

畳表の日本農林規格は、公共住宅の畳の入札条件にＪＡＳ格付品又は相当品の使

用が規定されていることから、公共住宅では、一般的にＪＡＳ格付品又は相当品が

使用され、使用の合理化及び取引の単純公正化に貢献しており、「標準規格」とし

て位置付けられる。

２．改正案の概要

（１）耳毛の長さの基準値の変更（第３条）

特等及び２等について、品質向上のため耳毛の長さの基準値を上げる。

（２）１㎡当たりの重量の基準値の変更（第３条）

特等について、製造実態を考慮し、１㎡当たりの重量の基準値を下げる。

（３）畳表の長さの許容幅の変更（別表１）

１畳の畳表から半畳の畳が２枚作成できるように、１畳の畳表の長さの許容幅

を拡大する。

（４）畳表の標準品の設定方法の明確化（第４条）

登録認定機関が責任を持って畳表の標準品を定めることができるように、品位

の測定方法を変更する。
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畳表の日本農林規格（平成19年８月２日農林水産省告示第1017号）一部改正新旧対照表

（下線部分は改正部分）

改 正 案 現 行

畳表の日本農林規格 畳表の日本農林規格

（適用の範囲） （適用の範囲）

第１条 （略） 第１条 この規格は、畳表（着色表及び青表を除く。）のうち、一枚物に適用する。

（定義） （定義）

第２条 この規格において、次の表の左欄に掲げる用語の定義は、それぞれ同表の右欄に掲げると 第２条 この規格において、次の表の左欄に掲げる用語の定義は、それぞれ同表の右欄に掲げると

おりとする。 おりとする。

用 語 定 義 用 語 定 義

原料いぐさ （略） 原料いぐさ 刈取り後泥染め（いぐさを染土（いぐさの乾燥の促進及び変色の防止に効果があ

る土をいう｡）の懸濁液に浸漬する作業をいう｡）を行った上で乾燥させた畳表の

原料となるいぐさをいう。

畳 表 （略） 畳 表 いぐさを緯とし、糸を経として製織したもの（上敷及びござの類を除く｡）をい

う。

着 色 表 （略） 着 色 表 着色剤（染料及び顔料をいう。以下同じ｡）による着色（色を定着させるための

樹脂加工を含む。以下同じ｡）をしたいぐさを製織した畳表及び畳表であって着

色剤による着色をしたものをいう。

青 表 （略） 青 表 七島いを緯として製織した畳表をいう。

長 物 （略） 長 物 連続的に製織した畳表であって、１畳分等（別表１の長さ以内をいう。以下同じ

｡）に相当するものとして切り加工を施していないものをいう。

一 枚 物 （略） 一 枚 物 連続的に製織した畳表であって、１畳分等に相当するものとして切り加工を施し

たものをいう。

幅 （略） 幅 側から側までの長さ（小目の部分を含み、耳毛の部分を除く｡）をいう。

長 さ （略） 長 さ 端から端までの長さをいう。

小 目 （略） 小 目 両側の目せき織り（１本糸で幅狭く織ることをいう｡）をした部分をいう。

1 1 9



耳 毛 （略） 耳 毛 製織されたいぐさの根元及び先端のうち、小目から出ている部分をいう。

つ き 出 し （略） つ き 出 し 耳毛のうち、いぐさの根元部分をいう。

う ら 毛 （略） う ら 毛 耳毛のうち、いぐさの先端部分をいう。

通 織 り （略） 通 織 り いぐさが織り幅を十分引き通るように製織することをいう。

１㎡当たりの （略） １㎡当たりの 一枚物の重量を１㎡当たりに換算したものをいう。

重量 重量

耳 糸 （略） 耳 糸 小目がほぐれないように耳毛の基部に施したたて糸（遊び糸）をいう。

麻 糸 （略） 麻 糸 麻のみを原料とした糸をいう。

綿 糸 （略） 綿 糸 綿を原料とした糸のうち、綿以外の繊維の混紡率が50％未満のものをいう。

（規格） （規格）

第３条 畳表の規格は、次のとおりとする。 第３条 畳表の規格は、次のとおりとする。

基 準 基 準

区 分 区 分

特 等 １ 等 ２ 等 特 等 １ 等 ２ 等

品 幅 （略） （略） （略） 品 幅 別表１のとおりであるこ 同左 同左

と。

質 質

長 さ （略） （略） （略） 長 さ 別表１のとおりであるこ 同左 同左

と。

たて糸（耳糸 （略） （略） （略） たて糸（耳糸 麻糸又は綿糸であるこ 同左 同左

を除く。以下 を除く。以下 と。

同じ。）の種 同じ。）の種

類 類

たて糸の本数 （略） （略） （略） たて糸の本数 別表１のとおりであるこ 同左 同左

と。
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織 り 方 （略） （略） （略） 織 り 方 通織りをしたものである 同左 同左

こと。

耳毛の つき 8.0cm以上 （略） 4.0cm以上 耳毛の つき 7.0cm以上 5.0cm以上 3.0cm以上

長さ 出し 長さ 出し

うら 11.0cm以上 （略） 7.0cm以上 うら 10.0㎝以上 8.0cm以上 6.0㎝以上

毛 毛

１ 麻 単芯 0.92kg以上 （略） （略） １ 麻 単芯 0.94kg以上 0.87kg以上 0.80kg以上

㎡ ㎡

当 糸 ２本 0.96kg以上 （略） （略） 当 糸 ２本 0.98kg以上 0.91kg以上 0.84kg以上

た 芯 た 芯

り り

の 綿 単芯 0.88kg以上 （略） （略） の 綿 単芯 0.90kg以上 0.82kg以上 0.74kg以上

重 重

量 糸 量 糸

２本 0.89kg以上 （略） （略） ２本 0.91kg以上 0.83kg以上 0.75kg以上

芯 芯

麻糸及び 0.93kg以上 （略） （略） 麻糸及び 0.95kg以上 0.88kg以上 0.81kg以上

綿糸の２ 綿糸の２

本芯 本芯

水 分 （略） （略） （略） 水 分 13％以下 同左 同左

品 色 色沢 （略） （略） （略） 品 色 色沢 いぐさ固有の色沢を有す 同左 同左

ること。

位 合 位 合

色調 （略） （略） （略） 色調 特に優良であること。 優良であること。 良好であること。

い い

色段 （略） （略） （略） 色段 混入が全くないこと。 同左 混入がほとんどないこ

と。

変 色 い （略） （略） （略） 変 色 い 混入が全くないこと。 同左 混入がほとんどないこ

と。

粒ぞろい （略） （略） （略） 粒ぞろい 特によいこと。 よいこと。 －

地 合 い （略） （略） （略） 地 合 い 特に密であること。 密であること。 同左
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糸切れ、 （略） （略） （略） 糸切れ、 全くないこと。 同左 同左

片ざしそ 片ざしそ

の他の織 の他の織

り傷 り傷

仕上げ （略） （略） （略） 仕上げ 優良であること。 良好であること。 おおむね良好であること

。

汚れその （略） （略） （略） 汚れその 全くないこと。 同左 ほとんどないこと。

他の欠点 他の欠点

端止め （略） （略） （略） 端止め 容易にほつれないように 同左 同左

適切にしてあること。

表 一括表示事項 （略） 表 一括表示事項 次に掲げる事項を一括して表示してあること。

 種類

示 示  等級

 たて糸の種類

 原料いぐさの産地名

 格付年月日

 製織地名

 製造業者又は販売業者（輸入品にあっては、輸入業者）の氏名又は名

称その他製造業者又は販売業者（輸入品にあっては、輸入業者）を表す

文字

表示の方法 （略） 表示の方法 １ 一括表示事項の項のからまでに掲げる事項の表示は、次に規定する

方法により行われていること。

 種類

別表１の幅の欄に掲げる区分に応じ、同表の種類の欄に掲げる種類名

を記載すること。

 等級

特等にあっては「特等」と、１等にあっては「１等」と、２等にあっ

ては「２等」と記載すること。

 たて糸の種類

製織に使用したたて糸が麻糸の単芯のものである場合にあっては「麻｣

と、麻糸の２本芯のものである場合にあっては「麻Ｗ」と、純綿糸（綿

のみを原料とした綿糸をいう。以下同じ。）の単芯のものである場合に

あっては「綿」と、純綿糸の２本芯のものである場合にあっては「綿Ｗ｣
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と、綿及び綿以外の繊維を混紡した綿糸（以下「混紡綿糸」という。）

の単芯のものである場合にあっては「混紡」と、混紡綿糸の２本芯のも

のである場合にあっては「混紡Ｗ」と、純綿糸及び混紡綿糸の２本芯の

ものである場合にあっては「綿混紡Ｗ」と、麻糸及び純綿糸の２本芯の

ものである場合にあっては「麻綿Ｗ」と、麻糸及び混紡綿糸の２本芯の

ものである場合にあっては、「麻混紡Ｗ」と記載すること。

 原料いぐさの産地名

国産のものにあっては都道府県名を、輸入したものにあっては原産国

名を事実に即して記載すること。

 格付年月日

次のいずれかにより記載すること。

ア 平成19年４月１日

イ 19．４．１

ウ 190401

エ 2007．４．１

オ 07．４．１

カ 070401

 製織地名

畳表を製織した場所の地名について､国産品にあっては都道府県名を､

輸入品にあっては原産国名を記載すること。

２ 一括表示事項の項に掲げる事項の表示は、別記様式により、各畳表ごと

に端止めから６cm以内の箇所にしてあること。ただし、当該事項を別記様

式による表示と同等程度に分かりやすく一括して記載する場合は、この限

りでない。

表示禁止事項 （略） 表示禁止事項 次に掲げる事項は、これを表示していないこと。

 一括表示事項の項の規定により表示してある事項の内容と矛盾する用

語

 その他品質を誤認させるような文字、絵その他の表示

２ （略） ２ 製織に使用するたて糸について、別表２の左欄に掲げる事項を、それぞれ同表の右欄に掲げる

試験方法により測定した場合には、当該たて糸は、別表３に掲げる基準を満たさなければならな

いものとする。

（測定方法） （測定方法）

第４条 前条第１項の表に掲げる基準における１㎡当たりの重量、水分及び品位についての測定方 第４条 前条第１項の表に掲げる基準における１㎡当たりの重量、水分及び品位についての測定方

法は、次のとおりとする。 法は、次のとおりとする。

事 項 測 定 方 法 事 項 測 定 方 法
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１㎡当たりの重 （略） １㎡当たりの重 畳表の短辺（左右の耳毛（うら毛に限る｡）の端から端までをいう｡）及び長さ

量 量 を測定して面積を算出するとともに、畳表１枚の重量を測定する。算出した面

積及び測定した重量を基に次式により算出した重量を単位面積（１㎡）当たり

の重量とする。

測定した重量（kg）

１㎡当たりの重量（kg）＝

算出した面積（㎡）

水 分 （略） 水 分 電気抵抗式迅速水分計による測定値を水分とする。

品 位 １年ごとに農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律（昭和25年法 品 位 １年ごとに別に定める特等､１等及び２等の標準品との比較によるものとす

律第175号）第２条第５項に規定する登録認定機関（畳表についてのものに限 る｡

る。）又は同項に規定する登録外国認定機関（畳表についてのものに限る。）

の全てが協議して定める特等､１等及び２等の標準品との比較によるものとす

る｡

別表１（第２条、第３条関係） 別表１（第２条、第３条関係）

種 類 １ 種 ２ 種 ３ 種 種 類 １ 種 ２ 種 ３ 種

幅 （略） （略） （略） 幅 95.0（＋）0.5 cm 91.0（＋）0.5 cm 89.0（＋）1.0 cm

長 さ 103cmの整数倍（ただし､ 98cmの整数倍（ただし、 96cmの整数倍（ただし、 長 さ 103cmの整数倍（ただし､ 98cmの整数倍（ただし、 96cmの整数倍（ただし、

３倍までに限る｡）（＋ ３倍までに限る。）（＋ ３倍までに限る｡）（＋ ３倍までに限る｡）（＋ ３倍までに限る。）（＋ ３倍までに限る｡）（＋

）30cm ）30cm ）30cm ）５cm ）５cm ）５cm

たて 単芯 （略） （略） （略） たて 単芯 134本 128本 126本

糸の 糸の

本数 ２本芯 （略） （略） （略） 本数 ２本芯 268本 256本 252本

（注） （＋）を冠した数は、それぞれの長さの増が許容される範囲を示す。 （注） （＋）を冠した数は、それぞれの長さの増が許容される範囲を示す。

別表２（第３条関係） 別表２（第３条関係）

たて糸の太さ 日本工業規格Ｌ1095（2010）（以下「一般紡績糸試験方法」という｡)の9.4.1 たて糸の太さ 日本工業規格Ｌ1095（1999）（以下「一般紡績糸試験方法」という｡)の9.4.1

正量テックス及び番手により求めた番手をたて糸の太さとする。 正量テックス・番手により求めた番手をたて糸の太さとする。
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たて糸の引張り 一般紡績糸試験方法の9.5単糸引張強さ及び伸び率の9.5.1ＪＩＳ法のａ）標準 たて糸の引張り 一般紡績糸試験方法の9.5単糸引張強さ及び伸び率の9.5.1標準時に規定する定

強さ 時に規定する定速伸長形試験機により求めた切断時の荷重をたて糸の引張り強 強さ 速伸長形試験機により求めた切断時の荷重をたて糸の引張り強さとする。

さとする。

たて糸の伸び 一般紡績糸試験方法の9.5単糸引張強さ及び伸び率の9.5.1ＪＩＳ法のａ）標準 たて糸の伸び 一般紡績糸試験方法の9.5単糸引張強さ及び伸び率の9.5.1標準時に規定する定

率 時に規定する定速伸長形試験機により求めた伸びのつかみ間隔に対する比（麻 率 速伸長形試験機により求めた伸びのつかみ間隔に対する比（麻糸にあっては切

糸にあっては切断時、綿糸にあっては24.5Ｎ時）をたて糸の伸び率とする。 断時、綿糸にあっては24.5Ｎ時）をたて糸の伸び率とする。

合糸本数 一般紡績糸試験方法の9.15より数の9.15.1ＪＩＳ法により解ねんし、目視で確 合糸本数 一般紡績糸試験方法の9.15より数により解ねんし、目視で確認することができ

認することができる単糸の数を合糸本数とする。 る単糸の数を合糸本数とする。

綿以外の繊維の 日本工業規格Ｌ1030－２（2012）（繊維製品の混用率試験方法－第２部：繊維 綿以外の繊維の 日本工業規格Ｌ1030－２（2006）（繊維製品の混用率試験方法－第２部：繊維

混紡率 混用率）の5.9.2正量混用率ａ）２種類の繊維混用の場合により求めた綿以外 混紡率 混用率）の5.9.2正量混用率ａ）２種類の繊維混用の場合により求めた綿以外

の繊維の正量混用率を綿以外の繊維の混紡率とする。 の繊維の正量混用率を綿以外の繊維の混紡率とする。

別表３（第３条関係） 別表３（第３条関係）

基 準 基 準

たて糸の種類 たて糸の種類

太さ（正量番手） 引張り強さ 伸び率（％） 合糸本数 綿以外の繊維 太さ（正量番手） 引張り強さ 伸び率（％） 合糸本数 綿以外の繊維

（Ｎ） の混紡率(％) （Ｎ） の混紡率(％)

麻 糸 （略） （略） （略） （略） （略） 麻 糸 麻番手５番手（ジ 49.0以上 5.0以下（切 － －

ュート番手9.6番 断時）

手）の太さ以上

綿 糸 （略） （略） （略） （略） （略） 綿 糸 綿番手20番手の太 27.5以上 12.0以下（24 ４以上 50未満

さ以上 .5Ｎ時）

別記様式（第３条関係） 別記様式（第３条関係）

（略） 種 類

等 級

た て 糸 の 種 類

原料いぐさの産地名

格 付 年 月 日

製 織 地 名

製 造 者
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備考 備考

（略） １ 表示に用いる文字及び枠の色は、背景の色と対照的な色とすること。

２ 表示に用いる文字は、日本工業規格Ｚ8305（1962）に規定する８ポイントの活字以上の大きさ

の統一のとれた活字とすること。

３ この様式中「原料いぐさの産地名」とあるのは、これに代えて「いぐさの産地名」又は「産地

名（いぐさ）」と記載することができる。

４ 表示を行う者が販売業者又は輸入業者である場合にあっては、この様式中「製造者」とあるの

は、それぞれ「販売者」又は「輸入者」とすること。

附 則

（経過措置）

第４条における品位の測定方法については、平成27年３月31日までは、なお従前の方法による。
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パブリック・コメント等募集結果

畳表の日本農林規格の一部改正案

１．改正案に係る意見・情報の募集の概要（募集期間：H24.5.16～6.14）

受付件数 なし

２．事前意図公告によるコメント（募集期間：H24.4.26～6.25)

受付件数 なし
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